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平成 27 年度　施策評価シート

作成日 H28.11.30

基本姿勢 　にぎわいを創る「交流のしま」

政　　策 しまを支え、利便性を高める交通基盤づくり

基本方針

便利で安全な住民生活と円滑な経済活動の確保や地域間相互の連携強化を図るため、幹
線道路や生活道路について計画的な整備を図ります。
また、住民の利便性の向上及び島外からの観光客等の交通手段を確保するためにも、関
係機関と連携しながらバス路線や航路の充実・確保に努めます。

基本施策 3-2-① 地域特性に応じた安全で快適な道路整備

主管課名 建設課 所属長名 本 田 雄 喜 治

■平成27年度の取組概要
・地域住民が日常生活で利用する一般道について、自動車の通行機能、歩行者及び自転車等の交通
安全の確保による住民の利便性、生活環境の改善を図った。また、維持管理のため、業務委託及び
水路整備、舗装工事、交通安全施設設置等を行い、地域住民の生活環境の向上及び安全対策を図っ
た。（修繕箇所：路面補修49件、側溝補修43件、防護柵設置23件、交通安全施設設置（カーブミ
ラー及びガードパイプ修繕・設置）等19件、土砂取除等29件、街路灯修繕22件）

関係課名

１次評価

基本施策の評価

○地域の拠点を結ぶ国道・県道などの幹線道路の整備促進

■平成27年度の取組概要
地域住民の生活環境向上及び交通安全確保のため、県営事業(改良2路線、3事業）に対し地元負担
金を支出し、浜ノ浦道土井線改良事業ほか町道の改良工事等を実施した。（国県道改良率95.6％、
町道改良率72.7％）

○集落と集落を結ぶ集落間道路、公共施設との連絡道路あるいは産業の振興を促進する道路など重
要な役割を持つ路線を中心に必要度の高いものから計画的な整備

■平成27年度の取組概要
・世界遺産登録に向けた受入整備として町道白浜線改良事業のほか、水産業・観光施設を支援する
道路網の整備、災害に強い安全・安心な道路を目指して整備を進めている。

○道路の適切な維持管理や交通安全施設の整備、道路の改良・舗装などの安全な道づくり

■評価（問題点とその要因）
・曽根泊崎線新設（H23- H27）全体事業費C=40,251千円 工事長L=80.0ｍ 幅員W=3.0（4.0）ｍに
ついては、平成27年度に完成した。その他の改良工事についても完成に向けて計画的に進捗が図ら
れている。

■今後の取組方針
・多額の事業費が必要とされるが、住民の生活環境の改善・安全・安心の確保のため、引き続き、
道路の整備を推進する。

■評価（問題点とその要因）
・用地の取得等がスムーズな路線を計画的に整備していくとともに、利用率、経済効果等を考慮し
事業を計画的に執行した。

■今後の取組方針
・引き続き、事業の必要性を見極め、計画的に道路の整備を推進する。

■評価（問題点とその要因）
・老朽化により、側溝・道路舗装・路側擁壁・法面等の道路施設の劣化が進行しており、早急な対
策が必要ではあるが、財源の確保が厳しい中、必要度の高い物から整備を行った。

■今後の取組方針
・引き続き、限られた財源を有効に効率的に活用し、安全な道路の維持・整備を進めていく。



○歩道のバリアフリー化の推進、歩行者等の安全性確保、高齢者・障がい者・児童などにやさしい
道づくり

■平成27年度の取組概要
・住民の高齢化により転倒事故等が発生しないよう地域の要望等に沿って維持管理を行っている。
また、町通学路安全推進協議会により、通学路点検を行い危険箇所の対策を進めている。

○町民や地域との協働による沿道環境の美化、周辺環境や景観の保全と創造に配慮した道路環境づ
くり

１次評価

■平成27年度の取組概要
・愛護団体推進活動事業により、愛護団体の自発的な清掃・美化活動へ支援を行い環境美化を進め
ている。（登録団体93団体、5,277人、延べ活動人数5,811人）

■評価（問題点とその要因）
・通学路点検で指摘された場所については、警察・県・学校・町で早急な対応を行っている。

■今後の取組方針
・引き続き、地域住民の生活環境向上及び交通安全確保を目指して整備を進めていく。

■評価（問題点とその要因）
・住民の高齢化に伴い草刈業務等も増加傾向にある。愛護団体等とも連携しながら環境美化を進め
た。

■今後の取組方針
・自治会や愛護団体など、構成員の高齢化が今後増加することが見込まれるため、関係課と連携し
ながら継続して活動できる環境美化づくりに努めていく。

２次評価

国道、県道、町道からなる本町の道路網の整備においては、島内の観光事業や水産基盤
の整備にあわせ、地域住民をはじめ、近隣通行者の利便性や交通の円滑化が図られるよ
う、道路空間の安全性、機能性、必要性など、地域バランスをより一層考慮しながら計
画的な整備を実施していくこと。



基本施策 3-2-② 海上交通の充実

主管課名 総合政策課 所属長名 小 柳 哲 也

関係課名 建設課

１次評価

基本施策の評価

○航路の利便性の確保による島の活性化（省エネルギー化や高速化、料金の低廉化、サービス改
善、ダイヤの改善などを関係機関と協議）

■平成27年度の取組概要
・離島基幹航路に使用されている船舶の更新（リプレイス）及び長寿命化（リフレッシュ）のた
　めの修理点検に要する経費を補助することにより、補助金相当額を運賃低廉化に反映させ、島
　民の負担軽減及び離島地域の交流人口拡大が図られている。

○島民や島外からの観光客等の海上交通の確保・充実、物流の効率化、欠航時の連絡体制強化

■平成27年度の取組概要
・離島基幹航路に使用されている船舶の更新（リプレイス）及び長寿命化（リフレッシュ）のた
　めの修理点検に要する経費を補助することにより、補助金相当額を運賃低廉化に反映させ、島
　民の負担軽減及び離島地域の交流人口拡大が図られている。

○離島航路の安全・快適・利便性の確保、物流等の効率化のための港湾施設等の整備

■平成27年度の取組概要
・航路の安全については、事業者に対し安全管理を徹底していくよう国や県やと連携しながら取
　り組んだ。
・港湾整備等の取り組みはなかった。

２次評価

■評価（問題点とその要因）
・運賃低廉化については、佐世保～上五島航路において実施されていないため、引き続き関係機
　関と協議していく。

■今後の取組方針
・運賃低廉化については、佐世保～上五島航路において実施されていないため、引き続き関係機
　関と協議していく。
・佐世保～上五島航路について運賃低廉化が図られるよう検討していくとともに、更なる運賃低
　廉化に向けて、国境離島新法など他の支援制度の活用を検討していく。

■評価（問題点とその要因）
・離島航路は、過疎化の進行に加えて、燃料費、修繕費等運航コストの高騰等により厳しい環境
　に置かれている。

■今後の取組方針
・航路は、しまの人々にとって重要な交通手段であり唯一の住民の足となっていることから、住
　民生活に支障がないよう取り組んでいく。

■評価（問題点とその要因）
・航路の安全については、事業者に対し安全管理を徹底していくよう、今後も国や県やと連携し
　ながら取り組んでいく。
・港湾整備等については、相河岸壁について大型クルーズ船が着岸できない。

■今後の取組方針
・航路の安全については、事業者に対し安全管理を徹底していくよう、今後も国や県やと連携し
　ながら取り組んでいく。
・港湾整備等については、大型クルーズ船の着岸できるような相河岸壁の整備を要望していく。

1次評価のとおりとする。本土間交通については、旅客運賃の低廉化について、全航路の
適用に向け、引き続き、関係機関と国の支援制度の活用の検討など、協議を行っていく
こと。



基本施策 3-2-③ バス交通の充実

２次評価

■今後の取組方針
・本町の交通ネットワーク協議会での協議を行い、「新上五島町地域公共交通網形成計画」の策
　定等を平成29年度中に行う。（事業主体は、交通ネットワーク協議会）

■評価（問題点とその要因）
・現計画が平成29年度で終了することに伴い、今後の人口減尐等を見据えた公共交通のあり方
　を検討しその方向性を示すとともに、向こう10年間のまちづくり戦略を見越した公共交通ビジ
　ョンの再構築を行う必要がある。

主管課名 総合政策課 所属長名 小 柳 哲 也

関係課名

１次評価

基本施策の評価

○「新上五島町交通体系再編計画」の推進

■平成27年度の取組概要
・平成25年度に「第2期新上五島町地域公共交通総合連携計画（H26～H29）」を策定し、町営
　バスの民営化や若松地区から青方間の新規バス路線の導入、地域協働推進事業などに取り組み
　地域フィーダー系統の特例措置（国補助）を受けている。

○運行回数の確保、運行路線の見直しと新路線の開設など現況調査に基づいたバス路線の維持改善

■平成27年度の取組概要
・年2回、事業者とダイヤ検討会議を開催し、運行回数の確保や路線に見直しなどの協議を実施
　している。
・住民座談会等（3会場10地区）を開催し、公共交通の利用促進を図るとともに、意見交換を実
　施した。

○町民の利便性に配慮した路線バスネットワークの環境づくり

■平成27年度の取組概要
・交通ネットワーク協議会や公共交通会議を開催した。
・町内の公共交通路線の空白地域に対し、日常生活に丌便をきたすことから、地区等に交通費の
　助成及び民間への運行委託を行い、地区住民の交通を確保し、日常生活の利便性の向上と住民
　の足としての維持確保を図った。
・高齢者社会への対応策として、町内に住所を有する70歳以上の高齢者を対象に3分の1以内で
　路線バス事業者へ補助を行った。

■評価（問題点とその要因）
・「交通政策基本法」や「地域公共交通活性化再生法の改正」が施行され、地域公共交通総合連
　携計画に代わり、地域とって望ましい公共交通網を明らかにするマスタープランとして「地域
　公共交通網形成計画」を法定協議会が定めるものとの変更がなされた。
・また、国通知によると、地域フィーダー系統の国庨補助の上限額を段階的削減していく方針を
　示しており、国庨補助削減の緩和策として地域公共交通網形成計画の策定を求められている。

■今後の取組方針
・現計画が平成29年度で終了することに伴い、今後の人口減尐等を見据えた公共交通のあり方
　を検討しその方向性を示すとともに、向こう10年間のまちづくり戦略を見越した公共交通ビジ
　ョンの再構築を行う。

■評価（問題点とその要因）
・現計画が平成29年度で終了することに伴い、今後の人口減尐等を見据えた公共交通のあり方
　を検討しその方向性を示すとともに、向こう10年間のまちづくり戦略を見越した公共交通ビジ
　ョンの再構築を行う必要がある。

■今後の取組方針
・現計画が平成29年度で終了することに伴い、今後の人口減尐等を見据えた公共交通のあり方
　を検討しその方向性を示すとともに、向こう10年間のまちづくり戦略を見越した公共交通ビジ
　ョンの再構築を行う。

第2期地域公共交通総合連携計画の目標達成に向け、現状の利用実態など、実情に即した
計画に適宜見直しを行いながら、安全・安心な地域公共交通のあり方等について、関係
機関と連携して取り組んでいくこと。



成果指標等の達成状況

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

- -

指標名 基準値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

町道の舗装率

-
100％

（100％）
- - - -

73.8%

71.9% 72.7% - - - -

- - - - -

町道の改良率

-
42.1％

（100％）
- -

78.2%

77.1% 78.5% - - - -

- -

離島航路料金の低廉化

-
50％

（100％）
- - - -

4航路

2航路 3航路 - - - -

- - - - -



施策事業の進捗状況

№

実績値

当該年度執行率 100%

46%

達成率 100%

決算（見込）額

2

（事業名）

町道白浜線改良事業

【建設課】

（事業目的）

本路線は主要地方道上五島空港線から白浜地区へつ
ながる唯一の生活道路であるが、幅員が狭小で、急
カーブも多く側溝にも蓋が無いことから、車両（特
に大型車）の通行（離合）に苦慮しているところで
ある。
また、白浜地区には、「長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産」の世界遺産登録を控え、「頭ヶ島
天主堂」へ多くの巡礼者や観光客が訪れることが見
込まれるため、道路改良が必要である。
本路線を改良することにより、交通の安全を確保
し、地域の活性化を図る。

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・改良延長　L=988.0m
・幅員　W=5.6m
・全体事業費　C=70,000千円

工事長　L=208.4(208.4)m
　排水工　L=194.0m
　防護柵設置工　L=157.0m
　路側工　L=124.6m
　舗装工　A=1,050.0㎡

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

28,002千円

目標値 46%

（事業概要） （取組実績）

実施年度 平成23年度～平成35年度

成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

目標値 25%

実績値 25%

（全体計画）
・改良延長　L=1,200.0m
・幅員　W=5.50(9.25)m
・全体事業費　C=980,000千円

工事長 L=0.0(90.5)m
　土工　V=30.0m3
　補強土壁工 L=52.7m
　法面工　A=580.0㎡
　仮設工　1式

（成果・課題等）

実施年度 平成26年度～平成28年度

成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

平成２８年度

1

（成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

当該年度執行率 100%

（事業名）

達成率 100%

決算（見込）額 49,002千円

町道浜ノ浦道土井線改良事業

【建設課】

（事業目的）

本路線は国道384号に接する道土井地区と浜ノ
浦地区を結ぶ幹線道路であるが、幅員が狭小で
急カーブも多く路面の老朽化が著しい状況であ
る。本路線を改良することにより、交通の安全
確保及び地域の活性化を図る。

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

3-2-①　 地域特性に応じた安全で快適な道路整備

事業名・担当課・事業目的・概要

（取組実績）

取組実績、
成果・課題
等

区分 平成２７年度



№

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・改良延長　L=857.0m
・幅員　W=4.00(5.00)m
・全体事業費　C=220,000千円

工事長　L=100(126.4)m
　土工　V=190m3
　擁壁工　L=62.9m
　舗装工　A=469.0㎡

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

4

（事業名） 実施年度 平成23年度～平成31年度

町道中ノ浦１・２号線改良事業 成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

【建設課】 目標値 43%

（事業目的） 実績値 43%

本路線は国道384号中ノ浦地区と(主)有川奈良尾
線浜串地区を結ぶ基幹道路であるが、幅員が狭
小で急カーブも多く路面の老朽化が著しい状況
である。本路線を改良することにより、医療機
構再編に伴う交通の安全確保及び地域の活性化
を図る。

達成率 100%

決算（見込）額 28,000千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・新設延長　L=220.0m
・幅員　W=4.00(5.00)m
・全体事業費　C=200,000千円

工事長　L=0.0(49.9)m
　土工　V=290.0m3
　補強土壁工　L=51.0m

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

3

（事業名） 実施年度 平成20年度～平成28年度

町道冷水部落内線新設事業 成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

【建設課】 目標値 88%

（事業目的） 実績値 88%

本路線は冷水集落と林道熊高線を結ぶ道路で、
周辺住民は高齢者が多く、日常生活に於いて丌
便を強いられている。道路を新設し、緊急・福
祉・衛生車輌等の乗入を可能にすることによ
り、住民の生活環境の改善と福祉の向上を図
る。

達成率 100%

決算（見込）額 9,955千円

当該年度執行率 100%

3-2-①　 地域特性に応じた安全で快適な道路整備（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度



№

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・新設延長　L=80.0m
・幅員　W=3.00(4.00)m
・全体事業費　C=40,252千円

工事長　L=80.0(80.0)m
　土工　V=310.0m3
　擁壁工　A=92.0㎡
　排水工　L=144.4m
　防護柵設置工　L=16.6m
　舗装工　A=428.0㎡

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり実施し、事業は
完成した。

6

（事業名） 実施年度 平成23年度～平成27年度

町道曽根泊崎線新設事業 成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

【建設課】 目標値 100%

（事業目的） 実績値 100%

本路線は曽根峠番岳線と曽根港湾臨港道路を結
ぶ道路である。町道の幅員が狭く私有地を利用
して離合しているが、衛生車輌等の作業の際に
は遠回りをして迂回している。道路を新設する
ことにより、道路の迂回路として地域住民の利
便性の向上を図る。

達成率 100%

決算（見込）額 14,773千円

当該年度執行率 100%

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・新設延長　L=176.0m
・幅員　W=3.00(4.00)m
・全体事業費　C=60,000千円

工事長　L=18.8(68.6)m
　床版工　1式
　擁壁工　L=49.1m
　排水工　L=58.0m
　舗装工　A=53.0m3

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

決算（見込）額 9,999千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

3-2-①　 地域特性に応じた安全で快適な道路整備（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

5

（事業名） 実施年度 平成23年度～平成30年度

町道川向小河原線新設事業 成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

【建設課】 目標値 71%

（事業目的） 実績値 71%

本路線は青砂（内方）地区内の道路で、現在、
利用している生活道路は水路護岸や里道で老朽
化が著しく幅員が狭いため、緊急・福祉・衛生
車輌等の乗入が困難な状況である。道路を新設
することにより、住民の生活環境の改善と福祉
の向上を図る。

達成率 100%



№

事業進捗率（事業費ベース）

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・改良延長　L=536.0m
・幅員　W=5.50(7.00)m
・全体事業費　C=540,000千円

工事長　L=0.0(72.0)m
　土工　V=3,000m3
　法覆工　A=360.0㎡

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

8

（事業名） 実施年度 平成21年度～平成34年度

町道浜ノ浦飯ノ瀬戸線改良事業 成果指標

【建設課】 目標値 32%

（事業目的） 実績値 32%

本路線は、浜ノ浦地区と飯ノ瀬戸地区を結ぶ基
幹道路であるが、幅員が狭小で急カーブも多く
路面の老朽化が著しい状況である。本路線を改
良することにより、交通の安全確保及び地域の
活性化を図る。

達成率 100%

決算（見込）額 28,900千円

当該年度執行率 100%

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・改良延長　L=2,056.0m
・幅員　W=4.00(5.00)m
・全体事業費　C=524,000千円

工事長　L=0(265)m
　法覆工　A=462.0㎡
　排水工　L=407.0m
　擁壁工　L=60.0m
　交通安全施設工　L=48.0m

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

決算（見込）額 25,000千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

3-2-①　 地域特性に応じた安全で快適な道路整備（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

7

（事業名） 実施年度 平成21年度～平成33年度

町道神ノ浦佐野原線改良事業 成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

【建設課】 目標値 40%

（事業目的） 実績値 40%

本路線は、東神ノ浦地区、浜串地区と佐野原、
三日ノ浦を経て国道384号を結ぶ基幹道路であ
るが、幅員が狭小で急カーブも多く路面の老朽
化が著しい状況である。本路線を改良すること
により、医療機構再編に伴う交通の安全確保及
び地域の活性化を図る。

達成率 100%



№

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・新設延長　L=255.0m
・幅員　W=4.00(5.00)m
・全体事業費　C=120,000千円

工事長　L=0.0(29.1)m
　土工　V=500.0m3
　擁壁工　L=28.2m
　排水工　L=20.0m
　防護柵設置工　L=33.3m

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業計画どおり進捗している。

10

（事業名） 実施年度 平成25年度～平成31年度

町道小浜部落内２号線新設事業 成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

【建設課】 目標値 75%

（事業目的） 実績値 75%

本路線は、小浜地区内の道路である。現在利用
している生活道路は、水路護岸や里道で老朽化
が著しく幅員が狭いため、緊急・福祉・衛生車
輌の乗入が困難な状況である。道路を新設する
ことにより、住民の生活環境と福祉の向上を図
る。

達成率 100%

決算（見込）額 9,998千円

当該年度執行率 100%

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（全体計画）
・改良延長　L=250.0m
・幅員　W=3.00(4.00)m
・全体事業費　C=70,000千円

工事長　L=55.2(65.2)m
　擁壁工　L=58.2m
　排水工　L=64.0m
　舗装工　A=248㎡

（成果・課題等） （成果・課題等）

事業の途中であるが、計画どお
り事業は進捗されている。

決算（見込）額 10,000千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める
事業費累計の割合を事業進捗率とし、成果指標とした。
当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

3-2-①　 地域特性に応じた安全で快適な道路整備（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

9

（事業名） 実施年度 平成25年度～平成31年度

町道今里部落内１号線改良事業 成果指標 事業進捗率（事業費ベース）

【建設課】 目標値 49%

（事業目的） 実績値 49%

本路線は今里地区の道路であるが、幅員が狭く
路面の老朽化が著しい状況である。道路を改良
し、緊急・福祉・衛生車輌等の乗入を可能にす
ることにより、住民の生活環境の改善と福祉の
向上を図る。

達成率 100%



№

（取組実績） （取組実績）

当該年度執行率

成果指標及び
目標値の説明

○航路運賃の低廉化については、佐世保～上五島航路において低
　廉化が図られていないため他の３航路と同様に低廉化を目指
す。
○航路利用者数の目標値は、運賃の低廉化や観光客数の増加を見
　込み設定。（H25実績408,000人から3.5%増）

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

○前年度の９月末日とする１年間における確定
　欠損額（国及び県補助を控除した額）の２分
　の１以内を運行事業者に対し補助するもの。
　（五島市と折半）
○五島沿岸航路整備補助金交付要綱
○本補助金の財源として、五島沿岸航路整備基
　金を充当している。

○H27年度の補助実績
・H25.10.1～H26.9.30の運行分
・補助額 1,968,352円
・うち、運営費分 1,961,962円
・うち、運賃割引分 6,390円
・収　益 176,449,023円
・費　用 361,691,996円
・欠損額 185,242,973円
・国　費 155,641,197円
・県補助  25,677,851円
・差引欠損額 3,923,925円
　の1/2補助

（成果・課題等） （成果・課題等）

【成果】
○円滑な運航が維持確保され
　ている。

【課題】
○フェリーオーシャンの老朽
　化に伴う新造船の建設の検
　討

五島沿岸航路整備補助事業 　①離島航路料金の低廉化（総合計画成果指標）

【総合政策課】

（事業目的）

決算（見込）額 1,968千円

100%

103.0%

3-2-②　 海上交通の充実

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

（事業名） 実施年度 平成17年度～

1

成果指標
　②航路利用者数（年間）（総合戦略ＫＰＩ）

目標値
① 4航路

○本事業は、本町と五島市のみを結ぶ航路の円
　滑な運航を維持することを目的としている。

② 423,000人

実績値
① 3航路

② 435,758人

達成率
① 75.0%

②



№

3

（事業名） 実施年度 平成25年度～

離島輸送コスト支援補助事業（五島手延うど
ん）

成果指標 新規就業者数（累計）

【観光商工課】 目標値 20人

（事業目的） 実績値 1人

離島の輸送コストは、特に農林水産業をはじめ
とした地場産業の競争力を低下させる要因と
なっており、こうした丌利条件の解消、緩和に
向けて、輸送コストへの直接支援を行い、島の
特産品等に出来るだけ運搬コストがかからない
商品価格で、本土に移出できるようにする。そ
うすることにより、島の生産者の販売意欲を駆
り立て、ひいては島の活性化に繋げていくこと
を目的とする。

達成率 5%

決算（見込）額 518千円

当該年度執行率 100%

成果指標及
び目標値の
説明

総合戦略において、新規就業者数を5年間で350人にすることと
しており、うち水産業の目標数を40人としている。

成果指標及
び目標値の
説明

総合戦略において、新規就業者数を5年間で350人にすることと
しており、うち製造業の目標数を20人としている。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

・離島の輸送コストは、特に農林水産業をはじ
めとした地場産業の競争力を低下させる要因と
なっており、こうした丌利条件の解消、緩和に
向けて、輸送コストへの直接支援を行う。
・本土への地元産品（指定された対象品目に限
る）の出荷に使う船（上五島から本土への移出
のための航路）などの輸送経費の2/3を上限に
補助する輸送コストへの支援を行う。

うどんを対象品目として移出を
行う事業者に対し輸送費の補助
を行った。
2事業所　518千円

（成果・課題等） （成果・課題等）

コストの軽減により、新規就業
者1人の確保ができた。離島産
品の売上高の増大を目指すた
め、引き続き支援を行ってい
く。

2

（事業名） 実施年度 平成25年度～

離島輸送コスト支援補助事業（魚介類） 成果指標 新規就業者数（累計）

【水産課】 目標値 40人

（事業目的） 実績値 10人

離島の輸送コストは、特に農林水産業をはじめ
とした地場産業の競争力を低下させる要因と
なっており、こうした丌利条件の解消、緩和に
向けて、輸送コストへの直接支援を行い、島の
特産品等に出来るだけ運搬コストがかからない
商品価格で、本土に移出できるようにする。そ
うすることにより、島の生産者の販売意欲を駆
り立て、ひいては島の活性化に繋げていくこと
を目的とする。

達成率 25%

決算（見込）額 189,773千円

当該年度執行率 100%

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

・離島の輸送コストは、特に農林水産業をはじ
めとした地場産業の競争力を低下させる要因と
なっており、こうした丌利条件の解消、緩和に
向けて、輸送コストへの直接支援を行う。
・本土への地元産品（指定された対象品目に限
る）の出荷に使う船（上五島から本土への移出
のための航路）などの輸送経費の2/3を上限に
補助する輸送コストへの支援を行う。

魚介類（鮮魚、冷凍）の移出、
養殖資料の移入を行う事業者に
対し輸送費の補助を行った。
16事業所　189,773千円

（成果・課題等） （成果・課題等）

コストの軽減により、新規就業
者10人を確保することができ
た。

3-2-②　 海上交通の充実（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度



№

3-2-③　 バス交通の充実

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

（事業概要） （取組実績） （取組実績）

○交通ネットワーク促進協議会は、地域公共交
　通の活性化及び再生に関する法律第６条第１
　項の規定に基づき地域公共交通総合連携計画
　の作成に関する協議及び連携計画の実施に係
　る連携調整を行うために設置するものであり
　地域公共交通の活性化及び再生を図ることを
　目的とする。

達成率 93.3%

決算（見込）額 4,019千円

当該年度執行率 100%

1

成果指標及び
目標値の説明

○バス利用者数は、人口減尐等や自家用車普及の状況の中、平成
25年度（基準年度）の利用者数を維持していくことで総合戦略
ＫＰＩで設定している。

○地域公共交通総合連携計画
　・第1期：H23年度～H25年度（3カ年）
　・第2期：H26年度～H29年度（4カ年）
○交通ネットワーク協議会の開催
　・H27.5.25とH27.12.22の年2回開催
　・地域公共交通協働推進事業
　・地域フィーダー系統確保維持事業

○H27年度実績
・協議会の開催（年2回）
・地域公共交通協働推進事業
　⇒ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰの発行（年3回）
　⇒啓発資料として「ぶらり青
　　方待ちさるく」
　　B5版2000部作成
　⇒住民座談会を北魚目地区の
　　10地区3会場で実施、
　　参加者 42名
　⇒公共交通の情報を発信する
　　スマートアプリケーション
　　の検討（バス時刻表簡易検
　　索システムの検討）
・地域フィーダー系統確保維持
　事業
　⇒浜串有川線の運行
　⇒利用者数 4,339人
　⇒１日当たりの利用者数
　　11.9人（目標値2以上）

（成果・課題等） （成果・課題等）

【成果】
○協働推進事業の実施により、
　公共交通の利用促進が図られ
　た。
○地域フィーダー事業の実施に
　より日常生活に必要丌可欠な
　移動手段となっており、目標
　値である1日当たりの利用者
　数2名を大きく上回る11.9人
　の利用実績があった。
○また、フィーダー系統の特例
　分として、神之浦有川ターミ
　ナル線、江ノ浜有川ターミナ
　ル線についても国補助を受け
　ており、損失補償路線として
　精算され町の財政負担の削減
　が図られている。
　（7,138千円の削減）

【課題】
○地域フィーダー補助が段階的
　に減らされていくため、地域
　公共交通網形成計画の策定が
　必要である。

（事業名） 実施年度 平成17年度～

地域公共交通活性化・再生総合事業 成果指標 　バス利用者数（年間）

【総合政策課】 目標値 460,000人

（事業目的） 実績値 429,264人

取組実績、
成果・課題
等



№

実績値 429,264人

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

（事業概要） （取組実績） （取組実績）

○H27利用者数 669人、
○補助額 2,490千円、
○運行便数 391便

（成果・課題等） （成果・課題等）

（事業名） 実施年度

○石司地区（小型ﾀｸｼｰ）
・H27利用者数 224人、
・補助額   420千円、
・運行便数 116便
・地区負担 年間20千円

○H27利用者数 224人、
○補助額   420千円、
○運行便数 116便

（成果・課題等） （成果・課題等）

【成果】
○本事業により公共交通の空白
　をなくし、住民の丌安解消や
　負担軽減が図られている。
【課題】
○日常生活の交通手段の維持確
　保として必要丌可欠であり、
　事業効果を求めるべきではな
　いが、町の財政負担や将来的
　な運行のあり方を検討してい
　く必要がある。

成果指標

目標値 460,000人

○本事業は、町内の公共交通路線の空白地域に
　対し、日常生活に丌便をきたすことから、地
　区等に交通費の助成を行い、地区住民の交通
　を確保し、日常生活の利便性の向上と住民の
　足としての維持確保を図ることを目的として
　いる。

達成率 93.3%

決算（見込）額 2,490千円

当該年度執行率 100%

成果指標及び
目標値の説明

○バス利用者数は、人口減尐等や自家用車普及の状況の中、平成
25年度（基準年度）の利用者数を維持していくことで総合戦略
ＫＰＩで設定している。

佐尾地区交通補助事業 成果指標 　バス利用者数（年間）

【総合政策課】 目標値 460,000人

（事業目的） 実績値 429,264人

（事業名） 実施年度 平成17年度～

3-2-③　 バス交通の充実（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

2

取組実績、
成果・課題
等

○佐尾地区（ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼｰ）
・H27利用者数 669人、
・補助額 2,490千円、
・運行便数 391便
・地区負担 大人 1回300円
　　　　　 小人 1回100円　　計 209,700円

【成果】
○本事業により公共交通の空白
　をなくし、住民の丌安解消や
　負担軽減が図られている。
【課題】
○日常生活の交通手段の維持確
　保として必要丌可欠であり、
　事業効果を求めるべきではな
　いが、町の財政負担や将来的
　な運行のあり方を検討してい
　く必要がある。

3

平成17年度～

石司地区交通補助事業 　バス利用者数（年間）

【総合政策課】

（事業目的）

○本事業は、町内の公共交通路線の空白地域に
　対し、日常生活に丌便をきたすことから、地
　区等に交通費の助成を行い、地区住民の交通
　を確保し、日常生活の利便性の向上と住民の
　足としての維持確保を図ることを目的として
　いる。

達成率 93.3%

決算（見込）額 420千円

当該年度執行率 100%

成果指標及び
目標値の説明

○バス利用者数は、人口減尐等や自家用車普及の状況の中、平成
25年度（基準年度）の利用者数を維持していくことで総合戦略
ＫＰＩで設定している。

（事業概要）



№ 事業名・担当課・事業目的・概要 区分

達成率 93.3%

決算（見込）額 1,011千円

実績値 429,264人

（事業名） 実施年度 平成17年度～

須崎地区交通補助事業 成果指標

【総合政策課】 目標値 460,000人

（事業名） 実施年度

成果指標

目標値 460,000人

実績値 429,264人

（成果・課題等） （成果・課題等）

・本事業により公共交通の空白
　をなくし、住民の丌安解消や
　負担軽減が図られている。
・日常生活の交通手段の維持確
　保として必要丌可欠であり、
　事業効果を求めるべきではな
　いが、町の財政負担や将来的
　な運行のあり方を検討してい
　く必要がある。

3-2-③　 バス交通の充実（つづき）

平成２７年度 平成２８年度

4

　バス利用者数（年間）

（事業目的）

○本事業は、町内の公共交通路線の空白地域に
　対し、日常生活に丌便をきたすことから、地
　区等に交通費の助成を行い、地区住民の交通
　を確保し、日常生活の利便性の向上と住民の
　足としての維持確保を図ることを目的として
　いる。

当該年度執行率 100%

成果指標及び
目標値の説明

○バス利用者数は、人口減尐等や自家用車普及の状況の中、平成
25年度（基準年度）の利用者数を維持していくことで総合戦略
ＫＰＩで設定している。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

○須崎地区（ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼｰ）
・H27利用者数 19人、
・補助額 1,011千円、
・運行便数  13便
・地区負担 1回500円（9,500円）

○H27利用者数 19人、
○補助額 1,011千円、
○運行便数  13便

【成果】
○本事業により公共交通の空白
　をなくし、住民の丌安解消や
　負担軽減が図られている。
【課題】
○日常生活の交通手段の維持確
　保として必要丌可欠であり、
　事業効果を求めるべきではな
　いが、町の財政負担や将来的
　な運行のあり方を検討してい
　く必要がある。

（成果・課題等） （成果・課題等）

5

平成17年度～

車両運行委託事業 　バス利用者数（年間）

【総合政策課】

（事業目的）

○本事業は、町内の公共交通路線の空白地域に
　対し、日常生活に丌便をきたすことから、民
　間への運行委託を行い、地区住民の交通を確
　保し日常生活の利便性の向上と住民の足とし
　ての維持確保を図ることを目的としている。

達成率 93.3%

決算（見込）額 11,607千円

当該年度執行率 100%

成果指標及び
目標値の説明

○バス利用者数は、人口減尐等や自家用車普及の状況の中、平成
25年度（基準年度）の利用者数を維持していくことで総合戦略
ＫＰＩで設定している。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

○宿ノ浦若松、大平若松の2地域間において、
　デマンドタクシーの運行を委託

○宿ノ浦若松間
　（ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼｰ）
・H27利用者数 3,795人、
・委託費 6,038千円、
・運行便数 964便
○大平若松間（ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼｰ）
・H27利用者数 1,436人、
・委託費 5,569千円、
・運行便数 941便



№ 区分 平成２７年度 平成２８年度

実施年度

成果指標

3-2-③　 バス交通の充実（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要

6

（事業名） 平成17年度～

高齢者割引バス補助事業 　バス利用者数（年間）

【総合政策課】 目標値 460,000人

（事業目的） 実績値 429,264人

○本事業は、高齢者社会への対応策として、住
　み慣れた地域で安心安全な暮らしの実現のた
　め公共交通機関の一層の移動の円滑化の促進
　と地域活性化を図ることを目的としている。

達成率 93.3%

（取組実績）

○町内を運行する路線バスにおいて、町内に住
　所を有する70歳以上の高齢者を対象に3分の
　1以内で路線バス事業者へ補助するもの。
　・1年有効分：
　　通常価格 30,900円、
　　町補助 10,300円、
　　利用者負担 20,600円
　・4月有効分：
　　通常価格 15,300円、
　　町補助   5,100円、
　　利用者負担 10,200円
○新上五島町路線バス「高齢者割引パス」助成
　事業補助金交付要綱

○H21年9月から事業開始以来、
　利用者は増加している（概ね
　0.2％増）
○H27年度実績
　⇒全体 349人、
　⇒補助額 3,329千円
・1年有効分
　⇒利用者数 305人
　⇒補助額 3,105千円
・4月有効分
　⇒利用者数 44人
　⇒補助額 224千円

（成果・課題等） （成果・課題等）

【成果】
○微増ではあるが利用者数も増
　加しており、公共交通機関の
　利用促進及び利便性の確保が
　図られている。

【課題】
○本制度を知らない住民もまだ
　いることから、本制度のさら
　なる利用促進に向けての住民
　周知が必要である。

3,329千円決算（見込）額

当該年度執行率 100%

成果指標及び
目標値の説明

○バス利用者数は、人口減尐等や自家用車普及の状況の中、平成
25年度（基準年度）の利用者数を維持していくことで総合戦略
ＫＰＩで設定している。

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績）



№

3-2-③　 バス交通の充実（つづき）

事業名・担当課・事業目的・概要 区分 平成２７年度 平成２８年度

○バス路線の維持確保を図ることにより、地域
　住民の日常生活における利便性を向上するた
　め。

達成率 93.3%

決算（見込）額 13,430千円

当該年度執行率 100%

（事業概要）

取組実績、
成果・課題
等

（取組実績） （取組実績）

○有川港ターミナル～奈良尾車庨前（国補助路
　線）、青方～奈良尾車庨前（県補助路線）に
　対する補助金で、補助額は、実績欠損額から
　国及び県の補助額を控除した残りの額を限度
　として補助するものである。
○新上五島町バス路線維持費補助金交付要綱

○H27年度実績
・有川港ﾀｰﾐﾅﾙ～奈良尾車庨前
　⇒補助額 11,043千円、
　⇒対前年度比 3,341千円の増
　⇒利用者数 89,259人、
　⇒対前年度 10,121人減
・青方～奈良尾車庨前
　⇒補助額 2,387千円、
　⇒対前年度比 374千円の減
　⇒利用者数 28,919人、
　⇒対前年度比 3,195人の増

（成果・課題等） （成果・課題等）

【成果】
○補助金を交付することにより
　丌採算のバス路線を運行する
　ことができ、地域住民の日常
　生活における利便線の向上及
　び地域住民の足としての維持
　確保が図られている。

【課題】
○尐子高齢化や自家用車の普及
　等により、利用者数が減尐し
　ており、今後もその傾向が続
　くものと思われるため、バス
　利用の促進を図ることが課題
　である。
○また、利用者の減尐が補助対
　象路線の要件である経常収益
　の悪化につながり、国及び県
　補助を受けられなくなること
　が懸念される。

成果指標及び
目標値の説明

○バス利用者数は、人口減尐等や自家用車普及の状況の中、平成
25年度（基準年度）の利用者数を維持していくことで総合戦略
ＫＰＩで設定している。

7

（事業名） 実施年度 平成17年度～

バス路線維持費補助事業 成果指標 　バス利用者数（年間）

【総合政策課】 目標値 460,000人

（事業目的） 実績値 429,264人


